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ICT関連の機器を導入するきっかけ

1 補助金制度の利用
2 富士測器の強い勧め
3 ICT工事に参入してみたかったから
4 時代の流れに追いつく
5 カッコいいかも

ITC関連の導入機器

令和4年度
トプコン　自動追尾型TS　杭ナビ　LN-150

パナソニック　TOUGH　BOOK 　FZ-N1　快速ナビ

KENTEM　3次元施工データ作成ソフト　サイテック3D

令和5年度
DJI　　DJI　Air3ドローン
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ITC関連の導入機器

DJI　　DJI　Air3ドローン

2つのメインカメラ、最大46分の飛行時間、全方向障
害物検知、O4 HD映像伝送など特長を備え、被写体
が引き立つ空撮映像を撮影

「DJI RC 2」はディスプレイが
内蔵された送信機



事例　1 令和4年度
道交地防安（交安） 第401-020-2号
県道岩目地西佐川停車場線 防災・安全交付金工事
施工延長L=156.3ｍ
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　A=877ｍ2
管(函)渠型側溝 L=155ｍ

事例　2 令和5年度
林道改良事業 林道成川樫山線改良工事
施工延長　232.7ｍ
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　A=1041.9ｍ2
U型側溝　L=105.6ｍ
土羽 A=206m2

事例　3 公適管　第07ー102ー1号
国道439号　公共施設等適正管理推進工事
施工延長　L=358m
舗装打替え工　A=2690ｍ2

事例　4 道交地（改築） 第5号
町道長竹４号線　道路改良工事
山留擁壁（2号重力式擁壁）　V=5.0m3
山留擁壁（3号重力式擁壁）　V=4.9m4

事例　5 道改 第01号
町道上郷１１号線道路改良工事
擁壁工（1号重力式擁壁）
擁壁工（2号重力式擁壁）
擁壁工（3号重力式擁壁）
現場打水路　L=23.8m、V=5.5m3
アスファルト舗装工　A=211.6m2
コンクリート舗装工　A=15.4m2

ITC活用工事ではない、ちょこっと使いの工事事例



事例　1 令和4年度
道交地防安（交安） 第401-020-2号
県道岩目地西佐川停車場線 防災・安全交付金工事

管(函)渠型側溝 L=155ｍ

※ 計画路線に従い円形側溝の施工時に、自動追尾型TSを使用した。

※　床掘から側溝の据付まで、
丁張を入れずに施工できた。



事例　2 令和5年度
林道改良事業 林道成川樫山線改良工事

LN-150 一人測量
実施状況

サイテック3D

法面整形の3D

舗装工完了 植生シート張り完了

※ 主に、U型側溝の施工時に自動追尾型TSを使用した。
盛土整形工において、路肩の位置出しに利用した。
ドローンにより、初めて現場を空撮した。



事例　3 公適管　第07ー102ー1号
国道439号　公共施設等適正管理推進工事

起工測量から計画・切削厚さ等の測量を自動追尾型TSを使用して実施した。

※

切削面積≒2690ｍ2
計画：125.05ｍ3　　実施：126.98　　誤差+1.93ｍ3

施工前の空撮 完成時の空撮

起工測量で延長10ｍピッチ、横断方向6点と左右の構造物の高さの現況道路
を計り、センターの縦断を計画し横断勾配を決定し路面切削の体積を算出し
た。計画数量と実施数量の結果は微少であった。



事例　4 道交地（改築） 第5号
町道長竹４号線　道路改良工事
SITECH 3Dによりデータ入力(富士測器の担当者に入力してもらう)

山留擁壁（2号重力式擁壁）　V=5.0m3

2号擁壁施工前 2号擁壁完成
山留擁壁（3号重力式擁壁）　V=4.9m4

3号擁壁施工前 3号擁壁完成
※ 2箇所の重力式擁壁を丁張無しで施工した。

従来施工10日→ICT施工8日（養生期間は含まない）



事例　5 道改 第01号
町道上郷１１号線道路改良工事（近々の施工中工事）

平面図 横断図

施工状況　：　空撮

サイテック3Dにデータ入力
(富士測器の担当者に入力してもらう)

三次元のデータが出来た。

床掘、砕石・重力式擁壁をタイプ別に分け
て、計画した。



従来通りの現場

現場踏査および起工測量から、計画を最低でも2～3名で実施していた。
遠方の現場の測量は1日かけて、大抵は2名で実施した。
掘削丁張を掛けて、構造物の丁張を掛けて、高さを基準点より確認した
施工中は、丁張に従い掘削するが丁張を傷めないように気を付けた。
構造物の位置出しは、トランシット等により2名以上で実施した。
　出来形管理について、トランシットによる位置の確認、オートレベルによる
高さの確認、スチールテープによる延長等の確認を実施した。

ICT関連機器の導入後の現場

現場踏査はその人の眼力、状況、条件等によるもので従来と変わらない。
当初計画のない現場なら機器を装備して一人で出向き、好きなように計れる。
SITECH 3Dによりデータ入力　(富士測器の担当者に入力してもらう)

この作業に難あり
杭ナビにデータを移し現場で活用する。
少人数で、素早く、安全に施工できる。
現場の説明が安易にできる。

難点について
機械がどんどん秀逸になり、値段も高い。
一人ぼっちの一人作業でさみしい。
WiFiが繋がらない時がある。
自動追尾型TSを使用時、ターゲットが再々切断される。
TOUGHBOOKを見ながら移動していると、躓き転倒する。
個人的には、SITECH 3Dによりデータ入力が難しい。

これから
弊社での、ICT工事ではない【ちょこっと使いの工事の活用】状
況は、先行き不安の50歳台後半～60歳台の老眼を気にする世代が
主ですので、是非とも若くて優秀な賢い世代が牽引して活用して
いただきたいと思います。SITECH3Dへのデータ入力について、
もう少し使えるようになれば良いと思います。
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